
県立学校生徒転落事故について 

 
R3.12.24 高校教育課 

 
１ 日  時  令和３年１２月３日（金） ８時３５分 
 
２ 場  所  大分県立佐伯鶴城高等学校 
 
３ 事故当日の状況・経過 

  状  況  ２年生男子生徒が朝の清掃時、清掃担当場所（教室棟３階 選択教

室）で高さ約１メートルのロッカーの上に乗り、エアコンのフィル

ターを取り付けようとして、転落。 
  経  過 

８：３０ 清掃を開始 選択教室の清掃担当は生徒１０名、担任は

教室と選択教室６の２ヶ所を清掃担当。 
８：３５  当該生徒が教室側に転落。後頭部を椅子及び床に打ち付

けたものと見られる。 
８：３５ 救急車要請。 
８：５０ 救急車到着。 
９：１０ 佐伯市内の医療機関から由布市内の医療機関へドクター

ヘリで搬送し、緊急手術を開始。 
１８：１５ 手術終了。集中治療室で治療を開始。 

※朝礼時に教室で、生徒へ清掃場所にあるエアコンのフィルターを清掃するよう

に学校側から指示。 
 事故が起きたロッカーは、以前からエアコンのフィルターを清掃する際、生徒

がロッカーに登って作業を行っていた。 
 
４ 事故後の対応 

（１）事故の一報を受け、高校教育課から職員２名を学校に派遣（12/3）。 
（２）事故があった教室にいた生徒（９名）の心のケアのためスクールカウンセラー

（ＳＣ；12/6）を派遣。学校の教育相談部や学年部とともにカウンセリング体

制を構築し生徒の見守りを継続中。 
（３）県教委から「校内における児童生徒の事故防止の徹底について」の通知発出。 

（12/3 県立学校長宛） 
（４）県教委から再度「学校における清掃作業中等の転落事故の防止について」の通

知発出（12/20 県立学校長宛） 
（５）令和４年１月に、管理職を対象とした危機管理研修の実施 
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